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※平成18年度から、ごみ袋の無料配布はなくなります。

盧平成18年４月１日から新しいごみ袋になり、ごみ袋・シールは10枚単位で販売します。ごみ袋は上島町の各支所
又は町内のごみ袋販売指定店等で購入して下さい。（ごみ袋販売指定店等は決まり次第お知らせいたします。）
盪平成18年４月１日からは、必ず新しいごみ袋を使用してごみを出して下さい。平成17年度まで使用していた
ごみ袋で出している場合は、回収しませんので十分注意して下さい。
なお、不用になったごみ袋で、購入したものについては等価交換します（旧町村及び上島町の旧ごみ袋が対
象）。無料配布したごみ袋については、発泡スチロール・木くずシールを張付けすれば使用できます。

盧直接搬入とは「町が指定する場所」に、排出者が直接搬入することをいいます。
盪粗大ごみを出す場合は、それぞれの品物に処理手数料分の粗大ごみシール（50円、100円、500円の３種類
があります。）を貼り付けて出して下さい。粗大ごみシールは、１枚単位で販売し、上島町各支所又は町内
のごみ袋販売指定店等で購入して下さい。

蘯弓削地区で徴収していた、資源ごみ及び粗大ごみの手数料（家族３人以下の場合１か月250円、家族４人以
上の場合１か月350円）は、廃止されます。

上記の他、最終処分場の処理手数料及び可燃物（一時多量ごみ）の処理手数料についても改正されてい
ます。ご不明な点、及び詳細については下記までお問合せ下さい。
弓削総合支所生活事業課　TEL 77-2500（内線129） 岩城総合支所住民課　　　TEL 75-2500（内線11）
生名総合支所住民課　　　TEL 76-3000（内線131） 魚島総合支所住民福祉課　TEL 78-0011

区　　　　分

燃やせるごみ

プラスチックごみ（生名・魚島地区のみ）
生ごみ（生名地区のみ）

手数料（ごみ袋・シール１枚当りの単価）
指 定 袋（大）《650×800》
指 定 袋（中）《500×700》
分解性指定袋（小）《350×500》
発泡スチロール・木くずシール
《500×500×800以内にして出す》
指 定 袋（大）《650×800》
分 解 性 指 定 袋《350×500》

３０円
２５円
２０円

３０円

３０円
２０円

大 　 き 　 さ 　 ・ 　 品 　 目 処理手数料（１品当り）
最も長い辺の長さにより区分する。又掲載している品目については、そ
の区分をもって上限とする

直接搬入収　　集

長さが30cm以下のもの、又は次の品目《アイロン、オーブントースター、おもちゃ他》 ５０円１００円
長さが50cm以下のもの、又は次の品目《アイロン台、網戸、アンテナ、アルミサッシ他》 １５０円３００円
長さが１m以下のもの、又は次の品目《編み機、一輪車、乳母車、カーペット他》 ２５０円５００円
長さが１ｍ50cm以下のもの、又は次の品目《井戸用ポンプ、犬小屋、エレクトーン他》 ５００円１，０００円
長さが１ｍ50cmを超えるもの ７５０円１，５００円

平
成
18
年
上
島
町
議
会
第
１
回
臨
時

会
が
１
月
25
日
に
、
第
２
回
臨
時
会
が

２
月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
次
の
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
う
ご
き

上
島
町
議
会

平
成
18
年

第
１
・
２
回
臨
時
会

◎
第
１
回
臨
時
会

■
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

―
原
案
可
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

①
上
弓
削
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
７
９
８
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

上
島
町
弓
削
鎌
田
２
３
７
番
地

有
限
会
社
　
小
川
工
務
店

代
表
取
締
役
　
小
川
俊
治

―
否
　
　
決
―

②
平
成
17
年
度
岩
城
漁
港
地
域
水
産
物
供

給
基
盤
整
備
工
事
（
分
割
の
４
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
６
３
８
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

松
山
市
千
舟
町
四
丁
目
４
番
地
３

五
洋
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長
　
綾
田
　
巖

―
可
　
　
決
―

◎
第
２
回
臨
時
会

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
第
１
回
臨
時
会
の
①
の
再
審
議
）

―
可
　
　
決
―



■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
の
目

指
す
も
の
と
は
？

今
回
、
設
立
に
至
っ
た
「
愛
媛
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
」
は
、
滞
納
額
の
縮
減
を

図
る
と
と
も
に
、
市
町
・
県
・
機
構
間
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
納
期

内
納
税
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
税
に
お
け

る
公
平
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
機
構
の
活
動
を
通
じ
て
、
徴
収

実
務
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
市
町
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
下

全
域
に
お
け
る
徴
収
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
の
３

つ
の
役
割

①
滞
納
整
理
の
専
門
機
関
（
最
終
機
関
）

と
し
て
の
役
割

機
構
は
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
執
行
し
、
市
町
の
滞
納
整

理
の
専
門
機
関
、
最
終
機
関
と
し
て
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

②
研
修
機
関
と
し
て
の
役
割

機
構
で
は
、
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
修
、

外
部
専
門
研
修
へ
の
派
遣
等
を
通
じ
て
、

滞
納
整
理
の
プ
ロ
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、

各
市
町
の
徴
収
能
力
の
向
上
を
促
進
し
ま

す
。

③
援
助
機
関
と
し
て
の
役
割

相
談
相
手
と
し
て
市
町
の
徴
収
業
務
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町

の
徴
収
に
係
る
現
状
を
分
析
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

■
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
の
組

織
に
つ
い
て

【
三
　
役
】

管
理
者
、
副
管
理
者
、
収
入
役

【
事
務
局
】

事
務
局
長
、
事
務
次
官
（
総
務
課
・
徴
収

課
）、
派
遣
職
員
（
市
町
派
遣
職
員
・
県

派
遣
職
員
・
業
務
補
助
職
員
）

【
顧
　
問
】

国
税
Ｏ
Ｂ
、
弁
護
士
、
裁
判
所
執
行
官
Ｏ

Ｂ
、
銀
行
Ｏ
Ｂ
、
警
察
Ｏ
Ｂ
（
い
ず
れ
も

予
定
）

退
職
者
医
療
制
度
は
、
退
職
被
保
険
者

と
そ
の
被
扶
養
者
に
係
る
給
付
費
を
、
会

社
な
ど
の
健
康
保
険
か
ら
の
交
付
金
に
よ

り
賄
う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
が
適
正
に

適
用
さ
れ
な
い
と
、
国
保
の
医
療
費
負
担

が
増
大
し
、
保
険
税
の
余
分
な
増
加
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
で
、
退
職
者
医
療
の
適

用
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
年
金
証
書
を
持
参
の
う

え
、
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

③
年
金
受
給
者
（
国
民
年
金
以
外
の
年
金

の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
又
は
40
歳

以
降
で
10
年
以
上
あ
る
人
）
及
び
そ
の
被

扶
養
者

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
の
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
平
成

18
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
必
ず
更
新
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
更
新
を
し
な
い
で
旧
被
保
険
者

証
で
受
診
さ
れ
た
場
合
、
医
療
費
が
全
額

本
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
末
日

ま
で
に
初
診
を
受
け
る
予
定
の
方
は
、
更

新
の
際
、
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期

日
は
、
４
月
１
日
で
す
。
こ
れ
以
降
に
廃

車
の
届
出
を
さ
れ
て
も
、
平
成
18
年
度
分

の
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
出
に
伴
い
、
二
輪
車
の
定
置

場
を
変
更
す
る
場
合
、
異
動
前
ま
た
は
異

動
後
の
市
町
村
役
場
で
廃
車
届
と
標
識
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
車
届
に
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

な
お
、
役
場
で
廃
車
届
が
で
き
る
の
は
、

１
２
５
㏄
未
満
の
も
の
で
す
。

保
険
料
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時

間
が
省
け
る
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
「
前
納
」
す
る
と
割

引
が
あ
り
ま
す
。

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と

割
引
額
が
増
え
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
度
分
一
括
し

て
前
納
す
る
と
、
現
金
払
い
で
は
、
２
９

５
０
円
の
割
引
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る

場
合
は
３
４
９
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
６
か
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
）
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国

保

コ

ー

ナ

ー

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
滞
納
！

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

―
県
内
全
市
町
加
入
の
徴
収
専
門
組
織
―

退
職
者
医
療
制
度



１
２
１
９
人
（
44
％
）、
二
世
代
世
帯
等
の

同
居
高
齢
者
は
９
０
８
人
（
34
％
）
で
し

た
。
単
身
と
夫
婦
世
帯
高
齢
者
を
合
わ
せ

た
高
齢
者
の
み
世
帯
高
齢
者
数
は
高
齢
者

人
口
の
60
％
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
65
歳
〜
79
歳
で

は
夫
婦
世
帯
高
齢
者
が
多
く
、
そ
れ
以
降

は
、
単
身
や
同
居
高
齢
者
が
増
え
る
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
上
島
町
は
、
全
国

と
比
較
し
て
高
齢
者
の
割
合
が
多
く
、
ま

た
、
高
齢
者
の
み
で
生
活
し
て
い
る
世

帯
の
方
々
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
身
体
の
状
況
〈
図
２
〉

〈
障
害
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
〉

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
身
体
に

何
ら
か
の
障
害
が
あ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
難
し
い
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
特
に
80
歳
以
上
に
な
る

と
、
半
数
以
上
の
方
が
何
ら
か
の
障
害

を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寝
た
き
り

状
態
と
な
っ
て
い
る
方
も
、
調
査
対
象

者
の
２
％
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

■
認
知
症
の
状
況

〈
認
知
症
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
〉

こ
ち
ら
も
、
身
体
の
状
況
と
同
じ
で
、

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
認
知
症
の
傾

向
の
あ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
の
割
合
は
全
体
の
一
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
認
知
症
は
、
短
時
間
の
関
わ
り

で
は
症
状
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
調
査

結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
認
知

症
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
要
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
使
わ
な
い
で
い
る
こ
と

に
よ
り
、
体
も
脳
も
自
然
と
衰
え
て
く
る

傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
。
心
身
と
も
に
健

や
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
食
事
や
運
動

と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
気
を
配
る
と
と
も

に
、
外
出
の
機
会
を
積
極
的
に
作
る
こ
と

や
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
な
る
べ
く

自
分
で
行
う
と
い
っ
た
こ
と
も
大
切
で
す
。

調
査
に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
（
今
年
は
４

月
30
日
が
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）
で
す
。

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
で
一
年
度
分
の

前
納
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
改
め
て
届
出

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
で
の
一
年
度
分
の
前
納
は
、

平
成
18
年
３
月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
へ

の
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

②
月
々
の
口
座
振
替
も
早
割
（
当
月
保
険
料

の
当
月
末
引
落
し
）
に
す
る
と
お
得
で
す

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の
翌

月
末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、

口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と
50
円
の
割
引

と
な
り
ま
す
。
早
割
に
す
る
と
翌
月
末
の

初
回
の
口
座
振
替
に
て
２
か
月
分
の
保
険

料
（
従
来
の
保
険
料
と
50
円
割
引
さ
れ
た

保
険
料
）
が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の

毎
月
の
保
険
料
が
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
割
引
額
の
50
円
は
、
平
成
18
年
度
の

割
引
額
で
す
。
平
成
18
年
３
月
ま
で
の
割

引
額
は
月
40
円
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
は
、
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
に
請
求
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（http
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
/

）

■
口
座
振
替
の
お
申
込
み
先

今
治
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

※
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
納
付
書
）
及
び
金
融
機
関
届
出
印

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
今
治
社
会
保
険
事
務
所
へ

℡
０
８
９
８
―

３
２
―

６
１
４
１

上
島
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
の
福
祉
施
策
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
を
対
象
に

高
齢
者
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

■
世
帯
状
況
〈
図
１
〉

調
査
を
実
施
し
た
２
７
３
３
人
（
無
記

入
者
を
除
く
）
の
う
ち
、
単
身
高
齢
者
は

５
５
６
人
（
21
％
）、
夫
婦
世
帯
高
齢
者
は

在宅介護支援センターだより
在宅介護支援センターは、地域の高齢

者や介護する家族が安心して暮らせるこ
とを目的に、保健師や介護福祉士が常時
相談に応じています。

■弓　削　7 7－ 3 6 9 8
■生　名　7 4 － 0 9 1 1
■岩　城　7 4 － 0 7 5 5
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